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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

1．�『犬猫の免疫チェックポイント発現解析』：免疫チェック
ポイント分子の発現を解析し、宿主免疫機構の疲弊化お
よび治療ターゲットとしての有用性を明らかにする。

2．�『獣医療におけるリキッドバイオプシーの確立』：犬猫の
腫瘍性疾患を対象とし、簡便な診断マーカーの開発とそ
の臨床応用を目指す。

　犬猫の腫瘍性疾患を対象とし、免疫チェックポイントを中
心とした腫瘍免疫学および診断マーカーとしてのリキッドバ
イオプシーに関する研究を行っています。

所　　属／動物医療センター	
専門分野／獣医内科学、臨床腫瘍学、腫瘍免疫学
Email／mtagawa＠obihiro.ac.jp助教　田川 道人

腫瘍学・免疫学・免疫チェックポイント・リキッドバイオプ
シー・腫瘍マーカー

犬猫の難治性腫瘍の診断マーカー
および新規治療法を開発する

犬リンパ腫の細胞診。大型のリンパ芽球が多量にみ
られる。難治性の疾患であり新規治療法が望まれる。

腫瘍罹患犬における末梢血単核球の免疫サブセット。様々
な免疫担当細胞に発現する多様な分子を解析しています。

犬の鼻腔内腫瘍のCT画像。診断には高度画像診
断、組織生検が必要だが費用、侵襲が問題となる。

腫瘍罹患犬における遺伝子発現。腫瘍マーカーに
なりうるものがないか様々な解析を行っています。
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研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

　実験動物・犬・猫・馬・牛など各種動物の全身麻酔。
　生体モニターを用いた各種測定。
　全身麻酔下での外科処置・CT・MRIの撮影。

　麻酔薬・鎮痛薬の評価。
　呼吸・循環パラメーターの測定。

安全な麻酔法の開発

所　　属／獣医学研究部門
専門分野／麻酔科学、外科学
Email／myanagawa＠obihiro.ac.jp助教　柳川 将志
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キーワード

技術アピール・マッチングニーズ

1．パーキンソン病に併発する認知障害の治療薬開発。
2．�パーキンソン病に併発する認知障害の治療と予防に向け
たプロバイオティクス有効活用による機能性食品の開発。

3．恐怖記憶の消去を調節する薬の開発（PTSD関連治療薬）。
4．�パーキンソン病に併発する認知障害の治療薬開発のため
のスクリーニング方法の提供。

教授　石井 利明

離乳期の脳の発達
-自給本能発現-

パーキンソン病認知症の治療薬
-5-HT4受容体作動薬-

パーキンソン病認知症の
発生機構と神経回路

パーキンソン病認知症の予防に向けたプ
ロバイオティクス
-Bifidobacterium breve strain A1 [MCC1274]-

研究内容の特徴

目　的：�パーキンソン病に併発する認知症の発症機構を解明
し、その予防・治療薬を開発する。

特　徴：�動物本能の発現機構、外的環境に適応して神経可塑
的変化が生じる機構、脳神経変性疾患の発症機構に
ついて、動物個体の解析から細胞・分子のレベルに
まで掘り下げて研究する。

ゴール：�健康と福祉に貢献。医薬品・食品産業に貢献。
　　　　研究哲学とその成果を教育に反映させる。

所　　属／�獣医学研究部門
専門分野／神経科学、薬理学、生化学、分子生物学
Email／ishii@obihiro.ac.jp
研究室HP／http://www.obihiro.ac.jp/
　　　　　 ~yakuri141/

基礎研究で病気の治療に貢献
する

パーキンソン病、認知障害、記憶の消去、学習、長期抑制、海馬、歯状回、5-HT4受容体、セロトニン、ドパミン、創薬、予防・治療薬、
医薬品開発、ホスホジエステラーゼ、ビフィズス菌、腸脳相関、プロバイオティクス、癲癇、ニューロプシン、キンドリング、黒質、
線条体、離乳、自給本能、サーカディアンリズム、夜行性、探索行動、食情報調節、インテグリン、インテグリンリンクドキナーゼ
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キーワード

研究内容の特徴

教授　石川 　透

技術アピール・マッチングニーズ

1．�「細胞レベルでのイオン輸送タンパクの機能解析」：電気
生理学的手法（パッチクランプ法）を用いたイオンチャ
ネル・トランスポーター機能測定

2．�「上皮膜および単層培養上皮細胞系を用いた経上皮イオン
輸送機能解析」：電気生理学的手法（Ussing chamber法）
を用いたイオン輸送機能測定

3．�「外分泌腺レベルでの水およびイオン輸送解析」：臓器血
管潅流系を用いた水および電解質輸送測定

　反芻動物に特徴的な唾液分泌能やヒトの呼吸器疾患の病
態・治療研究におけるブタの有用性に注目し、ウシ耳下腺腺
房細胞やブタ気管線毛上皮細胞に機能発現するイオンチャネ
ルやトランスポーターの細胞内調節機構の研究を行っていま
す。

所　　属／獣医学研究部門
専門分野／獣医生理学、細胞生理学、上皮膜輸送
Email／torui@obihiro.ac.jp

上皮細胞・イオン輸送・水輸送・イオンチャネル・トランス
ポーター

上皮膜イオン輸送機能の分子
機構解明に向けて

ブタ気管線毛上皮細胞におけるイオン輸送
メカニズムに関する研究を行っています。

反芻獣耳下腺腺房細胞における重炭酸イ
オン分泌メカニズムに関する研究を行って
います。
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

1．�養鶏場・周辺環境の病原性細菌/原虫浸潤調査・リスク因子解析
2．新規抗菌/抗原虫物質の検索・評価
3．鶏群の病原性細菌/原虫感染診断法の確立
4．鶏群の病原性細菌/原虫感染予防法の確立

　鶏肉・鶏卵の消費は、宗教にほとんど制限されず、さらに昨今の健
康志向の増加を背景に、増加の一途をたどっています。そして、他の家
畜よりも高い飼養効率も相まって、世界の鶏肉の生産量は豚肉を超えて
トップとなりました。一方、国内での鶏の生産は、国外からの種鶏・原
種鶏の輸入に頼っているのが実情です。そんな中、世界中で鳥インフル
エンザなどの家禽感染症の発生が増加しており、国内での鶏肉・鶏卵
の安定供給に向けてこれらの感染症の地球規模での制御と水際対策の
徹底が重要です。
　また、カンピロバクターやサルモネラは汚染鶏肉や汚染鶏卵を介した
食中毒の原因菌として大きな問題となっており、より安全・安心な鶏肉
を供給するために、鶏肉・鶏卵生産の最も上流にある養鶏場での食中
毒菌汚染の低減が求められています。
　そこで私は、主に家禽感染症や食中毒の起因菌を含む病原性細菌や
原虫の養鶏場・周辺環境の浸潤調査や検査法・制御法に関する研究を
行い、新たな対策の開発や生産者・消費者への衛生対策に関する教育・
啓発に繋げます。

病原性細菌（食中毒起因菌含む）・病原性原虫・養鶏場・食
鳥処理場・環境・疫学調査・衛生対策

所　　属／獣医学研究部門
専門分野／�細菌学、食肉衛生学、家禽疾病学、人獣共通感染症学
Email／okamuram@obihiro.ac.jp
研究室HP／�https://www.obihiro.ac.jp/

faculty-r/masashi-okamura

教授　岡村 雅史

安全な鶏肉・鶏卵の生産とその安
定供給に向けた家禽の感染症対策

世界の鶏肉生産量の増加 養鶏場での採材

リアルタイムPCRを用いた病原体遺伝子の検出 サルモネラ分離株の遺伝子型別
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

1．病理診断（病理解剖診断および病理組織診断）
2．病理診断のコンサルテーション
3．病理診断法・評価法の開発・確立
4．疾患モデルの病理学的解析

　帯広畜産大学が酪農・畜産地帯に位置する利点を生かし、
動物、特に産業動物の自然発生疾患に対する病理学診断を
日々行っています。その中から、新規あるいは稀有な疾患を
見出し、それら疾患についての病理学的な研究を行うととも
に、既知の疾患の未解明の事象の解明に取り組んでいます。
また、病理診断に分子生物学的手法を応用するための研究や、
学内外の基礎・臨床研究分野の多くの先生と様々な共同研究
も行っています。

教授　古林 与志安

病理学的並びに分子病理学的手法
を用いた疾患診断および病態解明
所　　属／�グローバルアグロメディシン研究センター
専門分野／獣医病理学、診断病理学
Email／kyoshi@obihiro.ac.jp

病気・形態・病理・診断・疾患モデル

糸球体腎炎（ヘマトキシリン・エオジン染色） トキソプラズマ症（免疫染色）

脳虚血によるプルキンエ細胞の壊死
（Fluoro Jade C 染色）

核内に分布するパピローマウイルス粒子
（電子顕微鏡像）
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

羊のプリオン病であるスクレイピーでみら
れた脳血管周囲のアミロイド斑

プリオン抗体による免疫染色

1．�感染症の病理学的研究：真菌、細菌、プリオンに関して、
病態や発症メカニズムについて研究しています。

2．�動物の神経筋疾患に関する病理学的研究：運動器疾患を
神経ー筋の関係から解析しています。

3．�産業動物の病理診断：牛、馬について病理解剖による病
理診断を実施しています。

4．�伴侶動物の外科病理診断：犬、猫等の生検材料について
病理診断を実施しています。

　動物の感染症や神経筋疾患について、原因や病態の解析を
実施し、病気を理解するための研究を実施しています。

教授　古岡 秀文

所　　属／獣医学研究部門
専門分野／動物病理学、診断病理学、感染病理学
Email／furuoka＠obihiro.ac.jp

病理学・感染症・診断学・プリオン

動物の病理診断と病態解析
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

1．乳腺上皮細胞のイオン透過性解析
　パッチクランプ法を用いて、乳量や乳質の決定に関与する
と考えられる泌乳期乳腺上皮細胞のイオン透過性を解析して
います。
2．オキシトシンによる射乳反応の解析
　実験動物（マウス）でオキシトシン誘発性射乳反応を捉え
る実験系を確立しました。この手法により射乳メカニズムを
解析しています。オキシトシン受容体活性化剤や阻害剤の薬
理学的解析や、乳量・乳質の解析も可能です。

　乳汁分泌メカニズムの一端を明らかにすることを目指して
います。
　乳腺上皮細胞は雌性哺乳動物で出産後にだけその生理機能
を発揮する特殊な細胞です。泌乳期の乳腺上皮細胞、乳腺組
織の生理機能を観察、解析し、それに基づいてメカニズムに
迫ろうと試みています。

准教授　上川 昭博

所　　属／獣医学研究部門
専門分野／生理学
Email／akami@obihiro.ac.jp

乳腺・上皮細胞・イオンチャネル・パッチクランプ・射乳・オ
キシトシン

乳汁分泌の分子メカニズムを
明らかにする

乳腺上皮（分泌）細胞とパッチクランプ用ガ
ラス電極

細胞内Ca2+によって活性化されるCl-電流
の一例

血中にオキシトシン（OT）を投与し検出した射乳
反応の一例

採取されたマウスミルク。最大でおよそ
1ml採取可能。
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キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

1．�『化学物質の有害性評価と毒性発現機構の解明』：ゼブラ
フィッシュをモデルとして、多様な化学物質の有害性（内
分泌攪乱性、心血管毒性、発達神経毒性など）とその作
用機序について研究を行う。

2．�『粗飼料におけるカビ毒汚染の調査研究』：粗飼料に残留
するカビ毒の濃度をELISA法で測定し、汚染実態の解明
と汚染の低減に向けた方策について研究を行う。

3．�『希少動物の保全科学』：薬理・毒性学的手法を用いて、
タンチョウなど希少動物の生息域外保全に資する研究を
行う。

　動物衛生・食品衛生・環境衛生の向上を目指した化学物質
の毒性科学研究や希少動物の保全科学に関する研究を推進し
ています。

准教授　久保田 彰

所　　属／獣医学研究部門
専門分野／毒性学、異物代謝学、環境化学
mail／akubota＠obihiro.ac.jp
研究室HP／http://univ.obihiro.ac.jp/
　　　　　 ~toxicology/index.html

毒性学・薬物動態・環境化学・ゼブラフィッシュ・サイレー
ジ・かび毒

化学物質の毒性学研究により動物・
食品・環境衛生の向上に貢献したい

発生初期のゼブラフィッシュの正常個体（上）、
ダイオキシンを処置した個体（下）。ダイオキシ
ン処置した個体では心血管毒性がみられます。

バンカーサイロに貯蔵されたトウモロコシサイ
レージ。私たちはサイレージに含まれる、家畜の健
康を害する恐れのあるかび毒を調査しています。

ゼブラフィッシュの成魚。私たちは主にそ
の受精卵を用いて化学物質の有害性評価
と毒性発現機構について研究しています。

タンチョウ。種固有の薬物代謝特性を明らか
にすることで、タンチョウなど希少動物の獣
医療高度化を目指して研究を進めています。

16



キーワード

研究内容の特徴

技術アピール・マッチングニーズ

　妊娠、出産、子育て期のお母さんのうつ病、育児放棄や暴
力などを脳の病気と捉え、予防・治療に役立つ薬などの技術
開発を目指しています。

　周産期のお母さんで起きる脳のトラブルを分子・細胞・個
体レベルで明らかにし、神経科学の視点から社会に貢献する
ことを目指しています

所　　属／獣医学研究部門
専門分野／行動神経科学、薬理学
Email／muroi@obihiro.ac.jp
研究室HP／http://tech.obihiro.ac.jp/
　　　　　 ~bchikumuroi/bchikumuroi.html

准教授　室井 喜景

お母さんの脳を科学する

産後うつ・育児放棄・暴力

子育て中のお母さんマウス 子育て中のお母さんマウス

ストレス時

通常時

脳の神経細胞 ストレスによる脳の神経活動の変化
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キーワード

技術アピール・マッチングニーズ

1．�異物代謝に関わる遺伝子の種間比較：ゲノムデータベー
スで公開されている情報から、様々な脊椎動物が持つ異
物代謝に関わる遺伝子を探索・抽出し、系統解析などを
用いて動物種差を生み出す背景を明らかにする。

2．�肝臓に発現する異物代謝遺伝子の解析：高機能シークエ
ンサーを用い、肝臓に発現している異物代謝に関わる遺
伝子を網羅的に解析し、その動物種の異物代謝の特徴を
明らかにする。

研究内容の特徴

　毒性物質の代謝・排泄に関わる分子の動物種差を明らかに
する研究を行っております。

化学物質に対する動物の感受性
を遺伝的側面から明らかにする

毒性学・動物種差・薬物代謝・遺伝子配列解析

所　　属／獣医学研究部門
専門分野／�獣医毒性学、分子生物学、バイオイン

フォマティクス
Email／ykawai＠obihiro.ac.jp
研究室HP／http://univ.obihiro.ac.jp/
　　　　　 ~toxicology/index.html

助教　川合 佑典
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研究内容の特徴

キーワード

技術アピール・マッチングニーズ

1．【鼻腔の嗅粘膜および鋤鼻器の形態学的解析】
　�　一般的な匂い物質を感知する嗅粘膜と、フェロモンを感
知する鋤鼻器の形態を細胞組織レベルで解析し、その動物
種がどのような匂いを嗅いでいるのかを明らかにします。
2．【脳内の嗅覚中枢領域の形態学的解析】
　�　大脳において嗅覚中枢の占める割合や、組織学的な層構
造の発達程度を解析し、その動物種がどの程度嗅覚に依存
しているのかを明らかにします。

　さまざまな脊椎動物種について、嗅覚器および脳の嗅覚中
枢の形態学的特徴を解明することで、その動物種の嗅覚への
依存度を明らかにします。

所　　属／獣医学研究部門	
専門分野／�神経解剖学、比較解剖学、組織学、
　　　　　組織化学
Email／kondoh-d＠obihiro.ac.jp

この動物種は嗅覚が優れている？ 劣っ
ている？？ 〜形態学的アプローチ〜

嗅覚・解剖・魚類・両生類・爬虫類・鳥類・哺乳類

助教　近藤 大輔
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